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【応募資格】次の全てを満たすかた
①長崎で被爆し、被爆者健康手帳の交付を受けている
　（居住地を問いません）
②核兵器廃絶、世界恒久平和の実現、被爆者援護の
　充実、被爆体験の継承などの活動に取り組んでいる
③平和祈念式典およびそのリハーサルに出席でき、「平
　和への誓い」を読み上げることができる

【応募方法】 調査課、市役所本館案内所、行政センタ
ー、支所、原爆資料館にある申込書と必要書類を調査
課まで持参または郵送してください。申込書は市ホーム
ページ「平和・原爆」からダウンロードできます (「平和・
原爆」トップ画面の「お知らせ」に掲載 )。

【募集期間】３月 10 日（金）午後 5 時３０分まで（郵送
の場合、３月 10 日（金）消印有効）

【審査方法】申込書類などをもとに、市が設置する審査
会において有識者などで審査します。

【結果の通知】審査結果は、5 月ごろお知らせします。
【その他】代表者の平和祈念式典およびリハーサルにか
かる旅費は、市の規定に基づき市が負担します。

【問い合わせ】調査課（☎ 829-1147）

に

アメリカ人作家が
被爆者の半生を英語でつづりました
原爆で被爆した安井幸子
さんの半生をつづった著
書 「 S A C H I K O  A  
NAGASAKI BOMB  
SURVIVOR'S  STORY」
をアメリカで出版した、
姉妹都市セントポール市
の児童文学作家カレン・ステルソンさんが市長を表敬
訪問し、本を寄贈しました。著書は昨年 10 月にアメリ
カで出版され、インターネットでも販売されています。

【問い合わせ】国際課（☎ 829-1113）

8 月 9 日の平和祈念式典の「平和への誓い」では、被
爆者の体験に基づく平和への思いを世界に向けて発信
します。今年開かれる平和祈念式典で「平和への誓い」
を読み上げる被爆者の代表を広く募集します。

昨年の「平和への誓い」の様子

　「被爆体験を語り継ぐ永
と わ

遠の会」朗読会
◆定期朗読会「私の一編～被爆体験記集～」
入場無料、直接会場へ。

【日時】２月 12 日（日）午後 2 時～ 3 時
【場所】国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館
【問い合わせ】同祈念館 ( ☎ 814-0055)

　核兵器廃絶市民講座
　　　　　「核兵器のない世界を目指して」
◆「RECNA(レクナ)と平和教育」
入場無料、直接会場へ。

【日時】 2月18日（土）午後１時30分～３時30分
【場所】 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館　
【講師】 全 炳徳（チョン・ビョンドク）氏(長崎大学核
兵器廃絶研究センター（RECNA）兼務教員・教授)

【問い合わせ】 核兵器廃絶長崎連絡協議会事務局
(☎819-2252)

平和のイベントに参加しませんか？

　原爆遺跡・慰霊碑巡り
八幡神社や城山小学校周辺の被爆当時の惨状など
を被爆者が話しながら案内します。
参加無料、直接集合場所へ。小雨決行。

【日時】3 月 5 日（日）午前 10 時～正午
【集合場所】市民総合プール入口
【問い合わせ】長崎平和推進協会 ( ☎ 844-9922)

平和祈念式典「平和への誓い」の代表
者を募集します

【オバマ大統領から折り鶴 長崎に】
オバマ米国大統領(当時)から被爆地長崎
に向けて、平和への思いを込めた折り鶴と
メッセージをいただきました。3月３１日(金)ま
で原爆資料館に展示しています。ぜひ観
覧におこしください。観覧無料です。

2017 - 2　広報ながさき

特　

集

市　

政

市　

民

ご
意
見・

プ
レ
ゼ
ン
ト

生
活
情
報

健　

康

福　

祉

講
演・講
座

子
育
て

も
よ
お
し

お
し
ら
せ

募　

集

特　

集

市　

政

市　

民

ご
意
見・

プ
レ
ゼ
ン
ト

生
活
情
報

健　

康

福　

祉

講
演・講
座

子
育
て

も
よ
お
し

お
し
ら
せ

募　

集


